
○ 評価・評定 
１ 目標に準拠した評価 
 現在中学校においては、目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）という方法で評価を行なっています。

そして、生徒が文部科学省の定めた学習内容をどの程度理解し、身につけているかを「観点別学習状況の評

価」と「評定」の２つで表しています。このときの評価や評定の基準になるのが、各学校で定められている

「評価規準」といわれるものです。本校でも、国立教育政策研究所や横浜市教育委員会によって作成された

ものを基に、各教科の評価規準（例１）を作成しています。 
 
① 観点別学習状況の評価 
「観点別学習状況の評価」は生徒の学力を 4つまたは 5つの観点に分け、それぞれの観点ごとに判断・
評価するもので、各教科で作成された評価規準をを基に A゜・ A ・ B ・ C゜・ C の 5段階で
評価します。 
   A゜：十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの 

A ：十分満足できると判断されるもの 
B ：おおむね満足できると判断されるもの 
C゜：努力を要すると判断されるもの 
C ：努力を要すると判断されるもののうち、一層努力を要するもの 

     また、その評価の方法は、普段の授業の様子や提出物、そして定期テストなど（例２）総合的に判断

して、各教科で設定した評価規準をおおむね９０％以上到達していれば A゜、８０％以上なら A、５０％
以上なら B、２０％以上なら C゜、それ未満なら Cと評価します。 

 
  （例１） 評価規準の例 1年生 数学の「数と式」 

観    点 内容のまとまりごとの評価規準 
数学への関心・意欲・態度 正の数・負の数、文字や文字を用いた式及び方程式などを用いて、

性質や関係を見いだしたりするなど、数学的活動の楽しさや数学的

に考えることのよさに関心を持ち、意欲的に活用しようとする。 
数学的な見方や考え方 正の数・負の数、文字や文字を用いた式及び方程式などについての

基礎的な知識の習得や活用を通して、数学的な見方や考え方を身に

付け、事象を見通しをもち筋道を立てて考えることができる。 
数学的な表現・処理 正の数・負の数の四則計算、文字を用いた式における乗法、除法の

の表し方、一次方程式の加法、減法ができ、また、事象を一元一次

方程式に表したり解いたり、合理的に操作、処理したりすることが

できる。 
数量、図形などについての知

識・理解 
正の数・負の数の必要性や四則計算、一次式や一次方程式及びその

解の意味、等式の性質や文字を用いることの意義を理解している。 
 
 
 



  （例２） 評価方法の例 
観  点 

評価方法 
関心・意欲 思考・判断 表現・技能 知識・理解 

① 観察法（行動、発言） ◎ ○ ○ △ 
② 作品法（ノート、プリント、作品） ◎ ○ ◎ △ 
③評定法 ◎ ○ ◎ △ 
④ 自己評価法・相互評価法 ◎ ○ ○ ○ 
⑤ テスト法（ペーパーテスト） △ ○ △ ◎ 

    （注）◎ よく利用する   ○ 利用する   △ 場面に応じて利用する 
 
  ② 評 定 
    評定は「観点別学習状況」を基に、学期末及び学年末に、日々の学習や授業の結果を総括（まとめて）

して評価する総合評価です。中学校では５，４，３，２，１の 5段階で表されます。 
   ５ ：十分満足できると判断されるもののうち、特に程度の高いもの 

４ ：十分満足できると判断されるもの 
３ ：おおむね満足できると判断されるもの 
２ ：努力を要すると判断されるもの 
１ ：努力を要すると判断されるもののうち、一層努力を要するもの 

    そして本校では、横浜市教育委員会より示された方法に基づいて、観点別学習状況の評価を総括して出

しています。これは観点別学習状況の評価を次のように点数化し、その合計から評定を出すものです。 
A゜＝5点、A ＝4点、B ＝3点、C゜＝2点、C ＝1点として合計を算出。次の表を基に評定を出す。 

  評  定 4観点の教科（国語以外） 5観点の教科（国語） 
５ １８点～２０点 ２２点～２５点 
４ １４点～１７点 １８点～２１点 
３ １１点～１３点 １３点～１７点 
２   ８点～１０点   ９点～１２点 
１   ４点～ ７点   ５点～ ８点 

    
 
 
  
 ２ 選択教科の評価・評定 
  選択教科についても必修教科と同様にそれぞれのコースごとに設定された目標及び評価規準を基にした、目

標に準拠した評価を行ないます。ただし評価規準についてはそのコースの内容や目標に沿って各コースごとに

設定されます。さらに観点別学習状況の評価及び評定ともに A B Cの３段階で行ないます。 
 
 ３ 総合的な学習の評価 
  総合的な学習の時間の評価ついては、生徒それぞれの活動の状況を中心とした文章による評価を行ないます。 

例 観点別学習状況の評価が４観点で A゜A A  B と評価された場合、合計が１６点になり、評定
は４となります。 



国 語 科
１．国語科指導内容

１ 年 ２ 年 ３ 年

○野原はうたう ○春に ○わたしを束ねないで

○にじの見える橋 ○雨の日と青い鳥 ○握手

前 ○ちょっと立ち止まって ○文化を伝えるチンパンジー ○メディア社会を生きる

○クジラたちの声 ○短歌を味わう ○俳句の可能性

○光と風からもらった贈り物 ○ゼブラ ○高瀬舟

期 ○さつき ○盆土産 ○挨拶

○麦わら帽子 ○字のないはがき ○故郷

○大人になれなかった弟たちに ○文法 ○文法

○文法 ○書写 ○書写

○書写

○いろは歌 ○枕草子 ○君待つと

○蓬莱の玉の枝 ○扇の的 ○夏草

後 ○今に生きる言葉 ○仁和寺にある法師 ○論語

○未来を開く微生物 ○漢詩の風景 ○生き物として生きる

○江戸からのメッセージ ○モアイは語る ○炎を見ろ

期 ○少年の日の思い出 ○五重塔はなぜ倒れないか ○アラスカとの出会い

○胸の底の人たちと言葉たち ○走れメロス ○温かいスープ

○文法 ○言葉の力 ○奈々子に

○書写 ○文法 ○敬語

○書写 ○書写

２．評価の観点とその趣旨

国語への関心・ 国語に対する関心を深め、国語を尊重し、進んで表現したり理解したりす

意欲・態度 るとともに、伝え合おうとする。

話す・聞く能力 自分の考えを深め、目的や場面に応じ、相手の立場や考えを尊重し、筋道

を立てて話したり、的確に聞き取ったりする。

書く能力 自分の考えをまとめ、立場を明らかにし、相手や目的に応じて、筋道を立

てて適切に文章に書く。

読む能力 目的や必要に応じて、様々な文章を的確に読みとったり、進んで読書に親

しんだりする。

言語についての知 表現に役立てるための音声、語句、語彙、文法、漢字等について理解し、

識・理解・技能 知識を身につけている。書写では、文字を正しく整えて速く書く。

３．観点別評価と重点

関心・意欲・態度 話す・聞く 書 く 読 む 言 語 評価方法の内容

定期テスト ◎ ◎ △ ◎ ◎ 観点別に作成

ノート ◎ △ 定期的に内容評価

漢字小テスト ◎ 毎時間実施

プリント類 ◎ △ ○ 内容評価

スピーチ・朗読 △ ◎ ○ 内容評価

作文 ○ ◎ 内容評価

ファイル類 ◎ 内容評価

発言・観察 ○ 観察評価

書写 ○ ◎ 内容評価



社 会  科 
１． 指導内容 

 １ 年（地理・歴史） ２ 年（地理・歴史） ３ 年（公民） 
前

期 
 
 
 

【地理的分野】 
○ 世界の姿をとらえよう 
○ 日本の姿をとらえよう 
【歴史的分野】 
○ 歴史の流れ 
○ 文明のおこりと日本の成り立ち 
○ 古代国家の歩みと東アジア世界 
 

【地理的分野】 
○ 世界の国々を調べよう 
【歴史的分野】 
○ ヨーロッパ人との出会いと全国統

一 
○ 江戸幕府の成立と鎖国 
○ 産業の発達と幕府政治の動き 
○ 欧米の進出と日本の開国 
○ 明治維新 

○ 現代社会の歩みと私たちの生活 
○ 個人と社会生活 
○ 私たちの生活と経済 
○ 消費者として経済を考えよう 
○ 企業を通して経済を考えよう 
○ 納税者として国の経済を考えよう 
○ 日本国憲法について考えよう 
○ 人権について考えよう 

後

期 
 
 
 

【地理的分野】 
○ 身近な地域を調べよう 
○ 都道府県を調べよう 
【歴史的分野】 
○ 武士の台頭と鎌倉幕府 
○ 東アジア世界とのかかわりと社会

変動 

【歴史的分野】 
○ 日進・日露戦争と近代産業 
○ 第一次世界大戦とアジア・日本 
○ 世界恐慌と日本の中国侵略 
○ 第二次世界大戦とアジア 
○ 日本の民主化と国際社会への復帰 
【地理的分野】 
○ さまざまな面からとらえた日本 
○ さまざまな特色を関連づけてみた

日本 

○ 住民としての地方の政治を考えよ

う 
○ 国民として国の政治を考えよう 
○ 世界平和の実現を目指して 
○ 私たちの地球をみつめて 
○ 地球市民として生きる 

２．評価の観点とその趣旨 
観    点 趣             旨 

社会的事象への関心・意

欲・態度 
社会的事象に対する関心を高め、それを意欲的に追求するとともに、より良い社

会を考え、自覚を持って責任を果たそうとする。 
社会的な思考・判断 社会的事象から課題を見いだし、その事象の意義や特色、相互の関連等を多面

的・多角的に考察し、社会の変化をふまえて、公正に判断している。 
資料活用の技能・表現 各種の資料に親しみ、社会的事象に関する有用な情報を適切に選択して活用する

とともに、追求した課程の結果を適切に表現している。 
社会的事象についての知

識・理解 
社会的事象の意義や特色、相互の関連等を理解し、その知識を身に付けている。 

３．観点別評価と重点 

  関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価方法の内容 

定期テスト ○ ◎ ◎ ◎ 観点別に作問 

ノート ◎ ○ ○ △ 定期的に内容評価 

作品・レポート ○ ◎ ◎ ○ 課題内容の評価 

話し合い・発表 ◎ ◎ ○ ○ 内容・態度の評価 

発言・観察 ○ △ △ △ 観察評価 
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数学科
１、指導内容

１年 ２年 ３年

○正負の数 ○式の計算 ○平方根

○文字と式 ○連立方程式 ○式の計算

前 ○方程式 ○平行と合同 ○２次方程式

期

○平面図形 ○図形の性質 ○相似な図形

○空間図形 ○一次関数 ○三平方の定理

後 ○比例と反比例 ○確率 ○２乗に比例する関数

期

２、評価の観点とその趣旨

観 点 趣 旨

数学への関心・意欲 数学的な事象に関心をもつとともに、数学的な活動の楽しさ、数学的な見方や

・態度 考え方のよさを知り、それらの事象の考察に進んで活用しようとする。

数学的な見方や考え方 数学的活動を通して、数学的な見方や考え方を身につけ、事象を数学的にとら

え、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り考えを深める。

数学的な表現・処理 事象を数量、図形などで数学的に表現し処理する仕方や推論の方法を身につけ

ている。

数量、図形などについての 数量、図形などに関する基礎的な概念や原理・法則などについて理解し、知識

知識・理解 を身につけている。

３、観点別評価と重点

評価方法 関心 ・意欲 ・態度 見方考え方 表現 ・処理 知識 ・理解 評価方法の内容

定期テス ト △ ◎ ◎ ◎ 観点別に作問

ノー ト ◎ △ △ △ 定期的に内容評価

問題集・課題 ◎ △ △ △ 課題内容の評価

発言 ・ 観察 ◎ △ △ △ 観察評価

観点別に作問で、小テス ト ○ ○ ○ ○

定期的に行う
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理 科
１、指導内容

１年 ２年 ３年

【植物の世界】 【電流】 【生物の細胞とふえ方】

○花のつくりとはたらき ○静電気と電流 ○細胞の世界

前 ○葉のつくりとはたらき ○電流のはたらき ○生物の子孫ののこし方

○根と茎のつくりとはたらき 【動物の世界】 【運動と力】

○植物のなかま ○動物の行動とからだのしくみ ○物体の運動

期 【身のまわりの現象】 ○動物のからだのはたらき ○運動と力

○光の世界 【エネルギー】

○音の世界 ○いろいろなエネルギー

○いろいろな力の世界 ○動物のからだのはたらき ○化学変化とエネルギー

【身のまわりの現象】 ○動物のなかま 【地球と宇宙】

後 ○身のまわりの物質とその性質 【化学変化と原子・分子】 ○地球の運動と天体の動き

○水溶液の性質 ○物質の変化 ○惑星と恒星

○物質の姿と状態変化 ○物質どうしの化学変化 ○宇宙の広がり

期 【大地の変化】 【天気とその変化】 【科学技術と人間】

○火をふく大地 ○気象を見る目 ○エネルギー資源の利用

○ゆれる大地 ○空気中の水蒸気の変化 ○科学技術の進歩と人間生活

○地震から読みとる大地の変化 ○前線と天気の変化 【自然と人間】

○自然のなかの生物

○自然と環境保全

○自然と人間生活

２、評価の観点とその趣旨

観 点 趣 旨

自然現象への関心・意欲 自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれらを探求するとともに、事象を

・態度 人間生活との関わりで見ようとする。

科学的な思考 自然の事物・現象の中に問題を見い出し、目的意識をもって観察、実験などを

行うとともに。事象を実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に観察した

りして問題を解決する。

観察・実験の技能・表現 観察、実験の基本操作を習得するとともに、自然の事物・現象を科学的に探求

する方法を身に付け、それらの過程や結果、及びそこから導き出した自らの考

えを的確に表現する。

自然事象についての知識 自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に

・理解 付けている。

３、観点別評価と重点

評価方法 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 評価方法の内容

定期テスト △ ◎ ◎ ◎ 観点別に作問

◎ ○ ○ △ 定期的に内容評価ノート

レポート ◎ ◎ ◎ △ 定期的に内容評価

発言・態度 ◎ ◎ △ ○ 内容・態度の評価

△ △ ◎ △ 観察評価実験操作、パフォー

マンステスト
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音 楽 科 
１．音楽科指導内容 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 
前

期 
 
 
 

○ 詩のイメージを生かして歌お

う 

○ 曲の特徴をとらえて聴こう 

○ 音色を工夫して表現しよう 

○ 和楽器に親しもう 

○ 曲の特徴をとらえて聴こう 

○ 詩のイメージを感じ取って歌

おう 

○ 音色を工夫しながらアンサン

ブルをしよう 

○ 楽器や楽曲の特徴をとらえて

聴こう 

○ 曲の雰囲気を意識した表現を

工夫しよう 

○ 曲を聴いて絵や情景を想像し

よう 

○ 情景を想像して歌おう 

○ 旋律のかかわりをとらえて表

現しよう 

○ 曲にふさわしい奏法で演奏し

よう 

○ 曲の特徴をとらえて聴こう 

○ まとまりのある旋律を作ろう 

○ 曲にふさわしい表現をしよう 

後

期 
 
 
 

○ 音色を工夫して表現しよう 

○ 旋律のかかわりをとらえて表

現しよう 

○ 曲の特徴をとらえて様々 

○ 曲の特徴をとらえて表現しよ

う 

 

 

○ 器楽アンサンブルに親しもう 

○ 曲の仕組みを理解し楽曲構成

の美しさを聴き取ろう 

○ 混声合唱に親しもう 

○ 日本の伝統音楽に親しもう 

○ 想いを込めて歌おう 

○ 曲の特徴をとらえて表現しよ

う 

○ 曲の特徴をとらえて聴こう 

○ いろいろな音楽を聴こう 

○ 旋律のかかわりをとらえて演

奏しよう 

○ 曲の特徴をとらえて表現しよ

う 

○ 旋律のかかわりをとらえて合

唱しよう 

２．評価の観点とその趣旨 
観    点 趣             旨 

音楽への関心・意欲・態度 音楽に親しみ、音楽を進んで鑑賞しようとする。 

音楽的な感受や表現の工夫 音や音楽のよさを感じ取り、それらを音楽活動の中で創意工夫し

生かしている。 
表現の技能 音楽を表現するための基礎的な技能を身につけている。 

鑑賞の能力 音楽を楽しく聴取、鑑賞し、そのよさや美しさを味わう。 

３．観点別評価と重点 

  
関心・意欲・

態度 

音楽的感受

表現の工夫 
表現の技能 鑑賞の能力 評価方法の内容 

観察法（活動・発言） ◎ ◎ ◎ ◎ 観察評価 

作品法（ワークシートを含む） ◎ ○ ◎ ◎ 観点別に評価 

評定法（実技テスト） ○ ◎ ◎ ○ 観点別に実技評価 

自己評価・相互評価 ◎ ○ ○ ○ 評価シートによる 

テスト法（定期テスト） △ ○ ○ ◎ 観点別に作問 

 



美 術  科 
１．指導内容 
 １ 年 ２ 年 ３ 年 
前

期 
 
 
 

◎ 形の基本 
・ 形、明暗、調子の理解と表現 
・ 鉛筆の使い方 
◎ 校内写生 
・ 奥行き、広がりの理解と表現 
・ 構図のとり方 
◎ 色の基礎 
・ 色の三要素 
・ 寒暖、軽重、明暗の表現 

◎ 色や形の変化 
・ グラデーションの理解と表現 
・ 類似、対照、主調、強調、対比の

理解 

◎ 透視図法 
・ 透視図法の視点と技法の歴史の

理解 
・ 一点透視、二点透視の理解と表現 

後

期 
 
 
 

◎ レタリング 
・ レタリングの基本の理解 
・ 明朝体、ゴシック体の表現 
◎ 陶芸 
・ ひも作り 
・ 輪積みの技法を使った植木鉢作

り 

◎ 版画（多版多色刷り） 
・ 版画の基本の理解 
・ 彫刻等の基本の理解 
・ 浮世絵版画の歴史 
・ 年賀版画の制作 
◎ ペーパーナイフ（黒檀） 
・ 材料と機能美を統合した工芸作

品 
・ 道具の特徴と用途及びその使用

法 

◎ 木彫りの時計 
・  材料、用途、道具の特徴と機能を
ふまえたオリジナルな時計をつ

くる 
◎ 模写 
・ 作者の歴史、時代背景、表現方法

を理解する 
・ 美術作品に親しみ、鑑賞を楽しむ 
 

２．評価の観点とその趣旨 
観    点 趣             旨 

美術への関心・意欲・態度 主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組み、その喜びを味わい美術を愛好

していこうとする。 

発想や構想の能力 感性や想像力を働かせて、感じ取ったことや考えた事などを基に、豊かに

発想し、よさや美しさなどを考え、心豊かで創造的な表現の構想をする。 

創造的なの技能 表現の技能を身につけ、造形感覚や感性などを働かせ、自分の表現活動を

創意工夫し創造的に表す。 
鑑賞の能力 美術作品や文化遺産などに親しみ、感性や想像力を働かせて良さや美しさ

などを感じ取ったり味わったり、理解したりする。 
３．観点別評価と重点 

  
関心・意欲・態

度 

発想や構成の

能力 
創造的な技能 鑑賞の能力 評価方法の内容 

定期テスト △ ○ ◎ ○ 観点別に作問 

クロッキー ○ ○ ◎ △ 内容の評価 

作品・レポート ◎ ○ ◎ ◎ 観点別に評価 

自己評価 ○ △ △ ◎ 作品ごとに評価 

制作・観察 ◎ ◎ ◎ ○ 観察・評価 

用具の準備 ○ ○ △ △ 観察・評価 

 



保 健 体 育 科 

１．指導内容 
 １ 年 ２ 年 ３ 年 

前 

期 

男 子 
陸上競技 
器械運動 
水泳 
柔道 
＜保健分野＞ 
体育知識 

からだの発育 

女 子 
器械運動 
陸上競技 
水泳 
バレーボール 
＜保健分野＞ 
体育知識 

からだの発育 

男 子 
陸上競技 
器械運動 
水泳 
柔道 
＜保健分野＞ 
環境と適応 

環境と調節 

女 子 
器械運動 
陸上競技 
水泳 
バレーボール 
＜保健分野＞ 
環境と適応 

環境と調節 

男 子 
陸上競技 
器械運動 
水泳 
柔道 
＜保健分野＞ 
障害の防止 

病気の予防 

女 子 
器械運動 
陸上競技 
水泳 
バレーボール 
＜保健分野＞ 
障害の防止 

病気の予防 

後 

期 

柔道 
バレーボール 
バスケットボ

ール 
サッカー 
＜保健分野＞ 
からだの発育 

精神発達と心

の健康 

バレーボール 
ソフトボール 
ダンス 
バスケットボ

ール 
＜保健分野＞ 
からだの発育 

精神発達と心

の健康 

柔道 
バレーボール 
バスケットボ

ール 
サッカー 
＜保健分野＞ 
環境と調節 

環境の利用と

保全 

バレーボール 
ソフトボール 
ダンス 
バスケットボ

ール 
＜保健分野＞ 
環境と調節 

環境の利用と

保全 

柔道 
バレーボール 
バスケットボ

ール 
サッカー 
＜保健分野＞ 
病気の予防 

健康と生活 

バレーボール 
ソフトボール 
ダンス 
バスケットボ

ール 
＜保健分野＞ 
病気の予防 

健康と生活 

２、評価の観点とその趣旨 
観    点  趣           旨 

運動や健康・安全への 関

心・意欲・態度 
運動や健康への関心を高め、仲間との豊かなかかわりの中で、運動の特性にふれる楽

しさや喜びを味わうとともに、積極的に健康で安全な生活をしようとする。 

運動や健康・安全について

の思考・判断 
自己の能力、適正、趣味・関心に応じて、科学的な正しい思考をもとに意志決定や運

動選択を行い、自らの課題を解決することができる。 
運動の能力 
 

運動の特性にふれる楽しさや喜びを味わうために、必要な技能を身につけ、体力を高

める運動を行うことができる。また、体を動かす楽しさや心地よさを味わうことがで

きる。 
運動や健康・安全について

の知識・理解 
 

各種の運動の特性とその特性に応じた学び方や体ほぐしや体力の意義や運動の効果

などについて科学的に理解することができる。また、心身と健康の保持増進について

科学的な原理や原則に基づく知識が理解できる。 
３、観点別評価と重点 

評 価 方 法 関心・意欲・態度 思考・判断 技 能 知識・理解 評 価 方 法 の 内 容 

期末テスト  ○  ◎ 観点別に問題を作成 

出欠席 ○    毎回の授業で確認 

個人カード  ○   毎回の授業で確認 

技能テスト 
 

  ◎  評価規準に伴って、運動技能を身につけること

ができたかを確認 
自己評価 
カード 

 
○ 

 
 

 
 

 
 

単元終了時に記入させている自己評価カード

に教師の評価を加味し、また、授業中の反応を

計画的に観察し評価 
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技術・家庭科
１、指導内容

１年 ２年 ３年

○ものを作る技術を考えよう ○機器の仕組みと保守点検 エネルギー伝達の仕組みについて

・製品の設計 ・電気を使う機器の仕組み 考えよう

前 ・製図 ・保守点検について ・動力伝達について

・製品の製作 ○技術とものづくりの未来 ・作品制作

・作品制作 ・作品制作

期

○健康と食生活 ○わたしたちの成長と家族 ○ わたしたちの衣服生活

・食品の選択と調理 ・幼児と遊ぼう（おもちゃ作り） ・衣服の構成

・これからの食生活 ・製作計画

・ハーフパンツ製作

○製品を仕上げよう ・作品制作 ○インターネットの情報を見てみ

○情報と私たちの生活 ○コンピュータの利用 よう

後 ・コンピュータの構成 ・ソフトウエアについて ○インターネットで情報を集めよ

・コンピュータの利用など ・表計算をしてみよう う

・情報を活用するための手段など

期 ○日常着の活用 ・ハーフパンツ制作

・日常着の手入れ ○家族と住まいのかかわり

・これからの衣生活 ・家庭と地域とのかかわり

・消費者として

２、評価の観点とその趣旨

観 点 趣 旨

生活や技術への 生活や技術について関心を持ち、生活を充実向上するために進んで実践しよう

関心・意欲・態度 とする。

生活を工夫し創造する能力 生活について見直し、課題を見つけ、その解決を目指して自分なりに工夫し創

造する。

生活の技能 生活に必要な技術を身につけている。

生活や技術についての 生活や技術に関する基礎的な事項や生活と技術とのかかわりについて理解し、

知識・理解 知識を身につけている。

３、観点別評価と重点

評価方法 関心・意欲・態度 工夫・創造 技能 知識・理解 評価方法の内容

定期テスト ○ ◎ ◎ ◎ 観点別に作問

ノート ◎ ○ ○ ○ 定期的に内容評価

作品・レポート ○ ◎ ◎ ○ 課題内容の評価

◎ ◎ ○ ○ 内容・態度の評価

発言・観察 ◎ ○ ○ ○ 観察評価
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